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　はじめに

ヨウジウオ科（Syngnathidae）のガンテンイシ

ヨウジ Hippichthys penicillus (Cantor, 1849)は，イ

ンド –西太平洋の温・熱帯域に広く分布し，日本

国内では東京湾から種子島にかけての太平洋沿

岸，九州北岸と西岸，瀬戸内海沿岸および日本海

沿岸の島根県，福井県および石川県から記録され

ていた（瀬能，2013；山口，2014；酒井ほか，

2018）．

2019年 5月 30日に京都大学舞鶴水産実験所前

の藻場にて 2個体のガンテンイシヨウジが採集さ

れた．また，同実験所の魚類標本コレクションに

は京都府由良川河口で採集された 2個体のガンテ

ンイシヨウジが所蔵されている．日本海沿岸にお

いて，本種は島根県，福井県および石川県からし

か記録されていなかったため，本種の分布情報を

蓄積することを目的として京都府から採集された

標本を報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測方法は，渋川ほか（2017）を

踏襲し，Dawson（1976, 1978）にしたがった．体

各部の名称は荒賀（1984）にしたがった．雌雄の

判別は育児嚢の有無に基づく．調査標本は京都大

学舞鶴水産実験所（FAKU），神奈川県立生命の星・

地球博物館（KPM）および近畿大学農学部（KUN）

の魚類標本コレクションに所蔵されている．

　結果と考察

Hippichthys penicillus (Cantor, 1849)

ガンテンイシヨウジ　（Fig. 1）

標本　FAKU 142055，雄，標準体長 144.5 mm，

由良川河口，田城文人，2016年 8月 9日；FAKU 

142117，雄，標準体長 143.8 mm，由良川河口，

田城文人，2016年 8月 25日；KUN-P 52267，雄，

標準体長 142.9 mm，KUN-P 52268，雄，標準体

長 125.4 mm，京都府舞鶴市字長浜京都大学舞鶴

水産実験所前（35°29′20.7″N, 135°22′07.2″E），0.5 

m，松沼瑞樹・大北祥太朗，たも網，2019年 5月

30日．

記載　背鰭軟条数 26–28；臀鰭軟条数 3；胸鰭

軟条数（左側）14–16；尾鰭軟条数 10；体輪数 16 

+ 41–42 = 57–58．

標準体長に対する体各部位の長さの割合（%）：

頭長 11.3–12.0；吻長 5.4–6.0；最小吻高 1.3–1.4；

胸鰭長 1.8–2.2；胸鰭基底長 1.3–1.4；背鰭基底長

8.8–9.4；躯幹高 4.2–5.2；肛門輪高 3.4–4.0．

頭部と体の隆起線はよく発達するが，各隆起

線は低く，その縁は円滑でキール状に張り出すこ

とはない（Fig. 1）．吻はやや長く頭長の 47.7–

50.7%．吻背面の中央隆起線は低く，その縁はほ

ぼ円滑．吻背面の中央隆起線は眼上隆起線と連続

しない．吻側部中央隆起線は痕跡的．主鰓蓋骨の

ほぼ中央に 1本の隆起線がある．胸鰭基部に 2本

の短い隆起線がある．躯幹部と尾部の上隆起線は

不連続．躯幹部上隆起線の背鰭下の体輪上で隆起

しない．躯幹部と尾部の下隆起線は連続する．躯
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幹部中央隆起線の後部は下方に曲がらず，最終躯

幹輪で躯幹部上下隆起線とほぼ平行に直線状で終

わる．躯幹部腹面中央隆起線はよく発達し，キー

ル状に張り出す．背鰭の起点は第 1尾輪上にあり，

背鰭基底下の体輪数は 5.5–6.5．胸鰭の後縁は丸

い．尾鰭の後縁は丸い．

生鮮時の体色は，全体が黄緑色で，尾部は茶

色みをおびる．キール状に張り出す腹部は黄色み

が強い．躯幹部側面に多数の眼よりやや小さな白

色点が散在する．吻側面に不明瞭な 2本の白色縦

線がある．主鰓蓋骨に多数のごく小さな白色斑が

散在し，下部には不明瞭な白色斜線が複数ある；

中央の隆起線は白色で縁どられる．

同定　調査標本は，Dawson（1985）や瀬能（2013）

の Hippichthys (Parasyngnathus) penicillusの特徴と

よく一致したため，本種に同定された．本種は，

躯幹部中央隆起線の後部が直線状で終わること，

吻はやや長く頭長は吻長の 1.5–2.2倍であること，

吻長は吻高の 3倍以上であること，躯幹輪数は通

常 16であること，隆起線の縁はキール状になら

ないことで同属他種と識別される（Dawson, 

1985；Jenkins and Mailautoka, 2010）．また，本種

は国内に分布する同属他種とは躯幹部の中央隆起

線の後部が直線状であることで容易に識別される

（瀬能，2013）．

分布　ガンテンイシヨウジは，ペルシャ湾と

アラビア海，アンダマン海からオーストラリア東

部およびニューギニア，日本にかけるインド –西

太平洋に広く分布する（Dawson, 1985）．日本国

内では，東京湾から種子島にかけての太平洋側，

瀬戸内海沿岸，九州西部と北部，五島列島と対馬，

日本海側の島根県，京都府と福井県が面する若狭

湾および石川県の日用川に分布する（瀬能，

2001，2013；吉郷，2014；山口，2014；酒井ほか，

2018；本研究）．また，神奈川県立生命の星・地

球博物館の魚類写真資料データベースには，和歌

山県（KPM-NR 42624, 42906），兵庫県（KPM-NR 

43115）および宮崎県（KPM-NR 96794–96796）

から採集されたガンテンイシヨウジの画像が登録

されている．

都道府県の主要な分布記録は下記の通り：東

京都（酒井ほか，2018），神奈川県（山川・瀬能，

2016；山川ほか，2017），静岡県（北原，2006；

渋川ほか，2017），愛知県（荒尾，2019），三重県

（Kimura and Suzuki, 1980；荒尾，2009），大阪府（花

埼，2018），岡山県（草加ほか，2013），広島県（吉

郷，2014，2015），徳島県（和田，2013），高知県

（佐藤ほか，2005；長野ほか，2006），愛媛県（辻，

2013，2015），大分県（吉郷，2014；本研究），宮

崎県（江口ほか，2008；中島ほか，2008），鹿児

島県（米沢，2003；松沼，2016），熊本県（熊本

県希少野生動植物検討委員会，2009），長崎県（道

津・富山，1967；瀬能，2001；吉郷，2014），福

岡県（松井，2001），島根県（日本シジミ研究所，

2007；越川，2012；山口，2014；本研究），京都

府（本研究），福井県（加藤，2009），石川県（石

川県淡水魚類研究会，1996）．

日本海沿岸からの記録　山口（2014）によれ

Fig. 1. Overall body (top) and head and trunk (bottom) of fresh specimen of Hippichthys penicillus from Kyoto Prefecture, Japan. KUN-P 
52267, 142.9 mm standard length.
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ば島根県の宍道湖と中海では近年になりガンテン

イシヨウジが普通にみられるようになった．越川

（2012）も目録的に本種を島根県松江市沿岸から

記録している．日本シジミ研究所（2007）と島根

県立宍道湖自然館ゴビウス（2011）は，写真を掲

載して本種が宍道湖と中海に生息するとしてい

る．本研究で調査した標本（KPM-NI 15570）も

中海で採集された．

福井県では三方郡美浜町，三方五湖の久々湖

から本種が記録されており（加藤，2009），石川

県では日用川から本種が記録された（石川県淡水

魚類研究会，1996）．また，WEBページの情報で

あるが，新潟市水族館マリンピア日本海（2019）

によれば新潟県でも本種が稀にみられる．なお，

Dawson（1985: fig. 153）は，本種の分布図で日本

海側の丹後半島付近にプロットしているが，詳し

い産地は明記されていない．

京都府の日本海沿岸の魚類相については，

Takegawa and Morino（1970）が西舞鶴の魚市場等

で得られた若狭湾の魚類を，西田ほか（1977）が

舞鶴湾の藻場でみられる魚類を，南ほか（1977）

は若狭湾に流入する由良川沖で採集された魚類

を，近年では川瀬・甲斐（2012）が舞鶴漁協に水

揚げされた魚類と若狭湾で桁網により採集された

魚類を報告している．しかし，ガンテンイシヨウ

ジはこれらの文献では記録されていなかった．

備考　現在，本種は都道府県のレッドデータ

ブックやレッドリストにおいて，静岡県では要注

目種（金山・板井，2004；静岡県，2019），徳島

県では留意（徳島県版レッドデータブック掲載種

検討委員会，2001；徳島県希少野生生物保護検討

委員会，2014），熊本県では要注目種（熊本県希

少野生動植物検討委員会，2009, 2014）に選定さ

れている．

調査標本のうち，KUN-P 52267と KUN-P 52268

は，舞鶴湾東湾の長浜にて夜間にホンダワラ類が

繁茂する中に点在するごく小規模なアマモ場で採

集された．採集時の水深は約 0.5 m，泥底で多数

の牡蠣殻がみられた．また，同所的にサンゴタツ

Hippocampus mohnikei Bleeker, 1853（KUN-P 52169，

高さ 42.3 mm；Fig. 2），ヨウジウオ Syngnathus 

schlegeli Kaup, 1853（KUN-P 52166， 標 準 体 長

72.0 mm，KUN-P 52189， 標 準 体 長 101.5 mm；

Fig. 3A），オクヨウジ Urocampus nanus Günther, 

1870（KUN-P 52165，標準体長 99.6 mm；Fig. 3B）

が採集された．

本報告において京都府沿岸で得られたガンテ

ンイシヨウジは，いずれも発達した育児嚢をもつ

成熟した雄であった．2016年 8月に由良川河口

で採集された FAKU 142055と FAKU 142117の育

児嚢には，前者は抱卵していた形跡が，後者は発

生途中の卵が認められた．一方，2019年 5月に

舞鶴湾奥部で採集された KUN-P 52267と KUN-P 

Fig. 2. Fresh specimen of Hippocampus mohnikei from Kyoto 
Prefecture, Japan. KUN-P 52169, 42.3 mm height.
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52268の育児嚢は空で，抱卵していた形跡も認め

られなかった．したがって，ガンテンイシヨウジ

は京都府沿岸で再生産している可能性が高く，8

月前後に繁殖すると考えられる．近年になり，海

水温の上昇が一因となって，東京湾では本種の再

生産可能な個体群が新たに確立した可能性や（山

川ほか，2017；酒井ほか，2018），島根県の宍道

湖と中海では本種の個体数が増加していること

（山口，2014）が指摘されている．今後，京都府

を含めて日本海沿岸における本種の分布域や生息

状況の変化を注視する必要があるだろう．

その他の調査標本

KPM-NI 8248， 標 準 体 長 81.5 mm，KPM-NI 

8267，標準体長 51.4 mm，大分県中津市大新田地

先の干潟（周防灘），水辺に遊ぶ会，たも網，

2001年 7月 22日；KPM-NI 15570，標準体長 65.0 

mm，島根県八束郡初八束村中海，向井貴彦，

1998年 9月 25日．
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